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人
事
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
課
題
は
。

　
　
政
策
分
類
に
基
づ
く
組
織
再
編
、
ふ
る
さ
と
応
援

室
や
地
域
ク
ラ
ブ
推
進
室
等
を
設
置
し
た
。ま
た
、ジ
ョ

ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
や
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

等
を
勘
案
し
た
配
置
を
行
い
、
職
員
の
意
欲
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
組
織
風
土
や
人
材
育
成
、
業
務
効

率
化
等
に
対
す
る
肯
定
的
な
意
見
が
低
い
こ
と
か
ら
、

組
織
と
し
て
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
勘
案
し
た
人
事
異

動
の
在
り
方
な
ど
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
地
域
自
治
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
課
題
は
。

　
　
令
和
５
年
度
か
ら
「
地
域
独
自
の
予
算
事
業
」
を

実
施
し
、
２
年
間
で
延
べ
３
２
０
件
に
及
ぶ
地
域
主
体

の
取
組
等
が
実
現
し
た
。
地
域
自
治
区
の
区
域
や
地
域

協
議
会
な
ど
に
関
す
る
議
論
の
取
り
ま
と
め
は
道
半
ば

で
あ
る
が
、
令
和
10
年
度
で
の
新
制
度
移
行
を
目
指
し
、

制
度
設
計
や
手
続
を
進
め
て
い
く
。

　
　
通
年
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
課
題
は
。

　
　
令
和
６
年
４
月
に
「
上
越
市
通
年
観
光
計
画
」
を

策
定
し
、
春
日
山
の
杉
の
伐
採
、
直
江
津
屋
台
会
館
で

の
社
会
実
験
、
高
田
の
歓
喜
橋
塗
装
な
ど
、
各
地
域
で

取
組
を
進
め
て
い
る
。
一
層
の
推
進
に
は
継
続
的
な
取

組
と
地
域
と
の
更
な
る
連
携
の
強
化
、
ま
た
、
各
種
施

策
の
実
現
に
は
多
額
の
経
費
が
必
要
で
あ
る
が
、
取
組

の
優
先
順
位
や
実
施
時
期
を
踏
ま
え
、
地
域
と
調
整
を

図
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
木
田
庁
舎
の
一
極
集
中
か
ら
「
地
域
分
権
」
へ
新

し
い
自
立
し
た
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
と
し
て
い
る
が
、

新
し
い
地
域
づ
く
り
は
で
き
た
の
か
。

　
　
地
域
独
自
の
予
算
事
業
は
、
総
合
事
務
所
等
が
市

役
所
の
各
課
と
同
じ
よ
う
に
予
算
要
求
で
き
る
仕
組
み

と
し
た
ほ
か
、
市
民
か
ら
の
困
り
ご
と
等
に
迅
速
に
対

応
で
き
る
よ
う
、
総
合
事
務
所
の
緊
急
修
繕
等
の
対
象

要
件
を
緩
和
す
る
な
ど
、
改
善
を
図
っ
て
き
た
。

　
　
特
定
健
康
診
断
の
受
診
率
を
上
げ
、
寝
た
き
り
を

少
な
く
し
介
護
保
険
料
や
健
康
保
険
料
を
安
く
し
ま
す

に
つ
い
て
、
当
初
と
比
較
し
た
場
合
の
現
状
は
ど
う
か
。

　
　
介
護
保
険
に
つ
い
て
、
介
護
支
援
専
門
員
と
市
保

健
師
等
が
連
携
し
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
な
ど
に
よ
り
、

要
介
護
認
定
者
数
、
認
定
率
は
横
ば
い
で
推
移
し
て
い

る
。
ま
た
、
低
所
得
者
の
保
険
料
上
昇
抑
制
の
た
め
、

保
険
料
の
更
な
る
多
段
階
化
や
負
担
割
合
の
見
直
し
を

行
い
、
介
護
保
険
料
は
２
３
３
円
の
減
と
な
っ
た
。

　
　
国
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
制
度
の
導
入
を
進
め
ま

す
に
つ
い
て
、
進
捗
を
聞
き
た
い
。

　
　
こ
の
間
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
と
第
７
次
総
合

計
画
の
各
施
策
を
関
連
付
け
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
を
図
っ
て
き
た
。
一
方
、
国
で
は
令
和
７
年

度
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
制
度
に
つ
い
て
の
見
直
し

が
行
わ
れ
、
財
政
支
援
の
仕
組
み
が
大
き
く
変
更
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
総
合
的
な
取
組
を
展
開
し
て
い
く
中
で
、

有
効
な
タ
イ
ミ
ン
グ
を
判
断
し
て
い
き
た
い
。

　
　
災
害
時
の
井
戸
水
利
用
は
、
住
民
の
近
く
で
素
早

く
給
水
体
制
を
構
築
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
災

害
時
に
お
け
る
生
活
用
水
確
保
と
共
助
と
い
う
点
か
ら
、

個
人
や
事
業
者
所
有
の
井
戸
を
災
害
時
に
開
放
す
る

「
災
害
時
協
力
井
戸
登
録
制
度
」
の
導
入
に
つ
い
て
、

検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
当
市
は
地
盤
沈
下
の
影
響
を
配
慮
す
る
必
要
が
あ

る
ほ
か
、
水
質
確
認
の
頻
度
や
方
法
、
井
戸
水
を
汲
み

上
げ
る
設
備
の
維
持
管
理
な
ど
、
整
理
す
べ
き
課
題
が

少
な
く
な
い
。
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
市
外
か
ら

の
給
水
協
力
を
含
め
、
行
政
に
よ
る
応
急
給
水
活
動
を

基
本
と
し
な
が
ら
、
災
害
発
生
時
の
状
況
に
応
じ
て
、

可
能
な
範
囲
で
個
人
や
事
業
者
が
所
有
す
る
井
戸
の
活

用
を
図
る
こ
と
と
し
、
引
き
続
き
、
他
自
治
体
の
事
例

や
、
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

果
樹
生
産
者
団
体
へ
の
支
援
を
！

　
　
市
内
の
果
樹
生
産
地
に
お
け
る
生
産
者
団
体
の
抱

え
る
担
い
手
不
足
な
ど
の
諸
課
題
へ
の
対
応
に
向
け
て
、

ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

　
　
後
継
者
の
確
保
や
栽
培
技
術
の
伝
承
、
災
害
時
の

迅
速
な
対
応
な
ど
の
取
組
は
、
果
樹
産
地
と
し
て
継
続

し
て
い
く
た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
考
え

る
。
引
き
続
き
、
生
産
者
団
体
の
ご
意
向
や
ご
要
望
を

お
聴
き
し
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
適

切
な
支
援
に
意
を
用
い
て
い
く
。

丸
山　
章
（
無
所
属
）

市
長
公
約
の
成
果
等
は

安
田　
佳
世
（
久
比
岐
野
）

市
長
公
約
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
り
残
し
は
な
い
の
か
？

宮
﨑　
朋
子
（
つ
な
ぐ
）

災
害
時
に
備
え
て

官
民
が
で
き
る
こ
と
は
？
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